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今後の新型コロナウイルス感染症対策に関する要望 

 

 

 本県においては、１月２１日からまん延防止等重点措置を実施し、県民、

事業者と一体となり、感染防止対策に取り組むとともに、ワクチンの追加

接種の促進等を図ってきた。 

 現在、新規陽性者数の減少傾向が継続し、病床の逼迫状況も改善の傾向

にあり、国が３月１１日の新型コロナウイルス感染症対策分科会におい

て示した「重点措置終了の考え方」に基づき、解除の状況であると考える。 

国においては、感染の再拡大に備えて、各都道府県知事が迅速に対策を

とることができるよう、変異株に関するデータや科学的知見の早期の 

提示、変異株の特性に応じた対策に関する速やかな情報提供や、対策に 

必要な物品の供給及び財源確保を引き続き要望する。 

加えて、重点措置の適用が解除された後においても引き続き感染防止

対策を行う必要があり、さらに経済活性化にも取り組まなければなら 

ないことから、これらに必要な財源の確保について併せて要望する。 

また、今後ワクチン接種が進むにつれてどのように行動を緩和して 

いくことができるのか見通しを示していただきたい。 


